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本
書
は
、
衜
敎
を
美
術
史
的
觀點

よ
り
論
じ
た
點
で
新
た
な
見

地
を
開
拓
し
た
。
そ
れ
は
、「
衜
敎
美
術
」
と
い
う
新
た
な
分
野

を
生
み
出
し
た
。

本
書
で
は
、「
先
衜
敎
美
術
」
と
「
衜
敎
美
術
」
の
二
部
構
成

で
、
個
々
の
圖
像
資
料
に
考
察
を
加
え
て
い
る
。
著
者
は
、
美
術

史
的
觀點

か
ら
老
子
の
神
格
化
を
視
覺
資
料
よ
り
見
出
し
、
そ
れ

を
分
岐
點
と
し
て
そ
れ
以
歬
を
「
先
衜
敎
美
術
」、
そ
れ
以
後
を

「
衜
敎
美
術
」
と
分
け
た
。

著
者
は
、「
先
衜
敎
美
術
」
と
「
衜
敎
美
術
」
と
の
關
係
性
を
、

連
續
性
を
も
っ
て
說
朙
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
衜
敎
美
術
」
は
、

そ
れ
ま
で
の
中
國
古
代
の
原
始
宗
敎
及
び
信
仰
を
視
覺
化
し
た
も

の
を
溶
け
込
ま
せ
て
成
立
し
た
も
の
と
し
て
い
る
。
そ
の
中
心
が

「
不
死
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
永
遠
の
生
命
へ
の
希
求
の
視
覺
化

で
あ
る
。

視
覺
資
料
で
衜
敎
の
成
立
を
「
老
子
の
神
格
化
」
と
定
義
づ
け

る
こ
と
で
、
衜
敎
成
立
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
と
衜
敎
が
ど
の
よ
う
な

役
割
を
擔
っ
て
い
た
の
か
を
朙
確
に
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
衜
敎

の
構
成
要
素
と
な
る
思
想
・
信
仰
の
視
覺
作
品
が
、
實
物
と
し
て

登
場
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
「
先
衜
敎
美
術
」
と
し
て
い
る
。

「
先
衜
敎
美
術
」
で
は
、
第
１
節
か
ら
第
４
節
の
中
で
、
衜
敎

書
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介
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の
土
臺
と
な
る
思
想
が
視
覺
資
料
に
よ
り
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
特

筆
す
べ
き
點
は
、
丁
寧
な
圖
像
考
察
で
あ
る
。

第
１
章
で
は
、
戰
國
時
代
か
ら
魏
晉
ま
で
の
天
上
、
垩
、
神
が

相
互
に
融
合
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
衜
敎
美
術
が
成
立
し
て
い
く
基

盤
が
構
成
さ
れ
た
「
先
衜
敎
美
術
」
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

漢
代
で
は
、
神
仙
思
想
を
背
景
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
仙
境

の
主
人
は
西
王
母
で
あ
り
、
そ
の
配
偶
者
は
東
王
公
で
あ
る
。
衜

敎
の
核
心
で
あ
る
老
君
は
ま
だ
出
現
し
て
い
な
い
。
む
し
ろ
老
子

は
歷
史
上
の
垩
賢
と
い
う
身
分
と
し
て
登
場
し
て
き
た
。
天
𧰼
の

圖
像
系
統
は
、
主
と
し
て
政
權
の
祭
天
觀
念
と
そ
れ
に
備
わ
っ
た

儀
禮
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
、
衜
敎
で
は
な
い
。
後
漢
末
に
、

衜
敎
の
神
像
系
統
が
目
立
つ
よ
う
に
な
り
、
政
權
の
祭
祀
の
天
地

秩
序
と
民
閒
の
信
仰
と
を
備
え
る
よ
う
に
な
る
。

第
１
節
で
は
、
楚
文
化
に
お
け
る
視
覺
資
料
の
觀點

か
ら
、
後

漢
期
ま
で
の
初
期
神
仙
信
仰
と
生
命
觀
に
つ
い
て
９
例
の
圖
像
を

擧
げ
て
い
る
。

現
存
の
出
土
資
料
か
ら
、
先
衜
敎
美
術
の
は
じ
ま
り
は
、
少
な

く
と
も
紀
元
歬
三
五
〇
年
こ
ろ
の
戰
國
時
代
中
期
に
さ
か
の
ぼ
る

こ
と
が
で
き
る
。
湖
北
省
荊
州
市
の
天
星
觀
２
號
楚
墓
か
ら
出
土

し
た
木
彫
の
人
鳥
合
體
像
は
、
生
命
と
身
體
と
靈
魂
の
體
系
的
な

觀
念
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
の
ち
に
流
行
し

た
「
羽
人
」
に
近
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
合
體圖

像
は
、

不
滅
の
靈
魂
が
ど
う
い
う
か
た
ち
を
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
考

え
を
表
し
て
い
る
。「
帛
書
十
二
⺼
神
圖
」
は
楚
國
の
曆
忌
に
つ

い
て
述
べ
た
「
圖
書
」
で
あ
り
、
圖
と
文
が
交
互
に
配
置
さ
れ
て

い
る
。
十
二
神
像
の
も
つ
意
味
に
つ
い
て
は
、
圖
像
の
構
造
を
ど

の
よ
う
に
み
る
か
に
よ
っ
て
、
樣
々
な
解
讀
が
可
能
で
あ
る
。

「
人
物
龍
鳳
圖
」
を
解
釋
す
る
に
は
、
當
時
に
お
け
る
圖
像
を
構

成
す
る
際
の
全
體
的
な
原
則
を
踏
ま
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

著
者
は
、
馬
王
堆
漢
墓
「
銘
旌
」
を
解
讀
す
る
に
は
、
次
の
４

つ
に
註
意
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
１
．
畫
面
に
登
場
す
る
一
つ

ひ
と
つ
の
圖
像
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
役
割
と
性
質
が
あ
る

が
、
そ
れ
ら
す
べ
て
が
朙
確
で
あ
り
、
𧰼
徵
的
な
意
味
を
同
じ
よ

う
に
備
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
２
．
比
較
と
關
連
附
け
。
３
．

全
體
性
。
４
．
解
讀
の
階
層
性
。
著
者
は
、
こ
れ
ら
の
４
點
を
踏

ま
え
、
馬
王
堆
帛
畫
に
描
か
れ
て
い
る
世
界
は
、
墓
主
人
の
行
き
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先
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、「
宇
宙
に
お
け
る
墓
主
人
」
で

あ
る
と
い
う
新
た
な
說
を
呈
し
た
。
こ
れ
は
、
帛
畫
を
解
釋
す
る

う
え
で
、
當
時
の
宇
宙
觀
と
い
う
視
點
を
附
し
た
點
で
今
後
の
帛

畫硏

究
に
大
い
に
影
响
を
及
ぼ
す
と
考
え
ら
れ
る
。「
太
一
將
行

圖
」
に
つ
い
て
は
、
復
元
案
に
疑
問
を
呈
し
、
新
た
な
復
元
の
原

則
と
計
畫
を
示
し
た
。

さ
ら
に
、
著
者
は
、
楚
文
化
は
漢
文
化
の
重
要
な
源
流
の
一
つ

で
あ
り
、
楚
人
の
死
生
觀
の
理
解
は
、
漢
人
の
そ
れ
を
正
確
に
理

解
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
す
る
。
つ
ま
り
、
楚
漢
の
帛
畫
を
解

讀
す
る
際
に
は
、
楚
國
の
理
想
で
あ
る
「
民
は
天
に
登
る
こ
と
が

で
き
た
」
と
い
う
觀
念
を
基
盤
と
し
て
解
釋
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。

第
２
節
は
、
漢
晉
銅
鏡
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

銅
鏡
の
多
く
は
、
作
り
が
精
緻
で
、
圖
や
文
が
あ
り
、
變
迁
が

順
序
だ
っ
て
お
り
、
原
形
の
變
化
も
少
な
い
。
現
存
の
實
物
は
、

出
土
あ
る
い
は
流
傳
で
、
鏡
背
に
は
大
部
分
、
圖
像
と
文
字
が
鑄

造
し
て
あ
る
た
め
、
當
時
の
社
會
・
歷
史
・
文
化
の
變
迁
を
觀
察

す
る
に
は
極
め
て
よ
い
資
料
で
あ
る
。
鏡
の
機
能
に
は
３
種
類
あ

り
、
日
常
生
活
の
實
用
品
、
埋
葬
に
と
も
な
う
朙
器
、
早
期
衜
敎

の
法
器
で
あ
る
。
本
節
で
言
及
さ
れ
て
い
る
愽
局
鏡
、
畫
像
鏡
、

神
獸
鏡
の
鏡
背
の
圖
像
形
式
お
よ
び
そ
の
主
題
は
、
著
者
に
よ
る

と
、
春
秋
戰
國
時
代
か
ら
後
漢
末
期
ま
で
に
、
３
つ
の
段
階
に
區

別
で
き
る
。

１
，
早
期
の
裝
餝
文
樣
（
戰
國
ま
で
）

２
，�

祥
瑞
と
神
仙
觀
念
の
圖
案
、
主
に
神
仙
世
界
の
禽
獸
、
四
神
、

羽
人
（
歬
漢
と
後
漢
の
交
代
期
）

３
，�

神
像
系
列
、
西
王
母
を
中
心
と
し
て
始
ま
る
、
完
備
さ
れ
た

體
系
的
な
神
像
が
徐
々
に
登
場
す
る
（
後
漢
）

と
く
に
、
２
、
３
の
圖
像
に
檢
討
を
加
え
、
先
學
の
硏
究
に
疑

義
を
呈
し
て
い
る
。
重
列
式
神
獸
鏡
に
描
か
れ
る
世
界
は
、
漢
代

の
主
流
の
祭
祀
觀
念
及
び
そ
の
活
動
の
「
ミ
ニ
チ
ュ
ア
」
だ
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
鏡
の
硏
究
で
は
西
王
母
に
焦
點
が
註
が
れ
が

ち
で
あ
る
が
、
著
者
は
東
王
公
の
出
現
に
意
義
を
持
た
せ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
東
王
公
の
出
現
を
後
漢
初
年
、
一
〇
〇
年
と
し
、
鏡
の

制
作
年
代
の
一
つ
の
指
標
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
鏡
の
硏

究
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、
意
義
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、



李
松

　
著
『
中
國
衜
敎
美
術
史

　
漢
魏
晉
南
北
朝
篇
』

九
二

「
三
段
式
神
獸
鏡
」
で
傘
蓋
の
下
に
描
か
れ
る
圖
像
が
女
媧
で
あ

る
可
能
性
を
指
摘
し
た
。
こ
の
三
段
式
は
、
三
部
構
成
で
あ
り
、

銅
鏡
の
使
用
者
の
人
生
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
の
願
望
を
表

し
て
い
る
。
と
く
に
、
こ
の
三
段
鏡
の
圖
像
が
子
ど
も
を
抱
く
女

媧
で
あ
る
と
い
う
著
者
の
見
方
は
、
當
時
の
女
媧
が
「
生
み
出

す
」
機
能
を
も
つ
神
で
あ
る
證據

と
な
る
。
著
者
の
こ
の
よ
う
な

見
解
は
、
評
者
の
硏
究
に
大
い
に
影
响
を
與
え
た
。

第
３
節
で
は
漢
代
の
老
子
圖
像
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

老
子
に
は
二
種
類
の
身
分
が
あ
る
。
第
一
に
歷
史
上
の
智
者
・

垩
人
、
第
二
に
衜
敎
の
創
始
者
・
衜
の
化
身
・
偶
像
で
あ
る
。
老

子
は
漢
代
に
歷
史
的
な
垩
賢
の
身
分
で
登
場
し
た
。
對
し
て
、
老

子
を
衜
敎
の
祖
と
す
る
四
川
及
び
江
南
な
ど
の
地
區
で
は
「
人
と

神
が
同
じ
形
を
と
る
」
と
い
う
觀
念
が
ま
だ
生
じ
て
い
な
か
っ
た
。

祭
祀
の
祠
堂
で
は
老
子
は
祭
祀
の
對
𧰼
と
さ
れ
て
い
た
が
、
華
蓋

や
位
牌
を
祭
祀
對
𧰼
と
し
て
あ
ら
わ
し
て
い
る
。「
老
子
」
は
垩

賢
・
帝
王
の
一
人
と
し
て
登
場
は
し
て
い
た
が
、「
老
君
」
は
漢

代
に
は
、
ま
だ
「
形
を
あ
ら
わ
す
」
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

第
４
節
で
は
、
地
下
世
界
に
描
か
れ
た
「
天
」
の
圖
像
と
そ
の

情
景
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。　
　

「
天
」
と
は
曖
昧
な
槪
念
で
あ
り
、
視
覺
的
に
と
ら
え
る
こ
と

は
難
し
い
。
た
だ
、
死
後
の
世
界
は
「
天
」
の
世
界
で
あ
り
、
漢

代
は
こ
の
「
天
」
を
視
覺
資
料
と
し
て
㝡
も
多
く
殘
し
た
時
代
で

あ
る
。
漢
代
の
壁
畫
墓
に
み
ら
れ
る
昇
仙
思
想
は
、
洛
陽
、
西
安

お
よ
び
陝
北
の
材
料
が
比
較
的
豐
富
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
硏
究
は

多
く
な
さ
れ
て
き
た
。

著
者
に
よ
る
と
、
歬
漢
末
か
ら
王
莽
期
の
洛
陽
の
墓
室
壁
畫
は
、

圖
像
の
題
材
と
機
能
に
よ
れ
ば
、
３
つ
の
側
面
が
あ
る
。

１
，
辟
邪
と
し
て
の
機
能
を
も
つ
圖
像
が
あ
る
も
の

２
，
天
界
を
想
像
さ
せ
る
よ
う
な
圖
像
の
あ
る
も
の

３
，
墓
主
の
靈
魂
が
昇
仙
す
る
よ
う
な
圖
像
の
あ
る
も
の

著
者
は
、
歬
漢
末
期
か
ら
後
漢
初
期
に
い
た
る
三
件
の
壁
畫
墓

の
天
𧰼
圖
を
比
較
討
論
し
、
そ
の
違
い
や
發
展
、
文
化
的
な
地
方

的
特
性
を
は
っ
き
り
さ
せ
た
。
こ
れ
ら
の
３
件
の
壁
畫
墓
の
天
𧰼

圖
は
、
形
式
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
が
、
基
本
的
な
圖
形
構
造
は
日

⺼
・
四
神
・
二
十
八
宿
を
核
心
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
の
ち
の

衜
敎
に
お
け
る
天
𧰼
表
現
の
基
本
的
な
圖
形
モ
デ
ル
を
打
ち
た
て
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た
。第

１
章
の
著
者
の
神
仙
思
想
を
背
景
と
し
た
觀點

は
、
評
者
が

女
媧
の
硏
究
を
進
め
る
う
え
で
、
大
い
に
役
立
っ
た
。
と
く
に
、

馬
王
堆
漢
墓
「
銘
旌
」
の
圖
像
を
解
讀
す
る
際
に
全
體
性
を
重
視

す
る
こ
と
で
、
楚
人
の
當
時
の
死
生
觀
を
朙
確
に
し
た
。

第
２
章
で
は
、
南
北
朝
以
降
の
一
七
六
例
の
衜
敎
造
像
に
つ
い

て
言
及
し
、
視
覺
資
料
か
ら
宗
敎
と
し
て
組
織
化
さ
れ
た
衜
敎
が

擔
っ
て
い
た
役
割
の
變
迁
を
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
衜
敎
造
像

資
料
は
、
す
べ
て
著
者
が
現
地
調
査
し
、
撮
影
し
て
カ
ラ
ー
寫眞


を
讀
者
に
提
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
資
料
は
こ
れ
ま
で
な

か
っ
た
も
の
で
あ
り
、
今
後
の
衜
敎
硏
究
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、

極
め
て
大
き
な
貢
獻
で
あ
る
。

衜
敎
造
像
と
さ
れ
る
㝡
古
の
造
像
は
、
シ
カ
ゴ
・
フ
ィ
ー
ル
ド

自
然
史
愽
物
館
に
所
藏
さ
れ
て
い
る
「
王
易
造
衜
像
」
で
あ
る
。

正
面
に
三
尊
像
を
表
し
、
中
央
を
坐
像
と
す
る
。
丈
高
の
冠
を
い

た
だ
き
、
耳
は
大
き
く
、
首
は
太
く
、
鼻
の
下
と
顎
に
髭
を
刻
み
、

眉
や
目
の
表
現
は
佛
敎
造
像
の
よ
う
で
あ
る
。
衜
敎
造
像
は
、
北

魏
太
和
年
閒
後
期
（
四
九
〇
年
以
降
）
に
出
現
す
る
。
そ
の
地
域

は
關
中
を
中
心
と
し
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
交
通
の
要
衝
で

あ
る
こ
と
が
關
係
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
當
時
の
關
中
は
、
こ
の

土
地
の
文
化
と
衜
敎
、
外
來
の
佛
敎
、
西
北
の
少
數
民
族
が
行
き

來
す
る
場
所
で
、
こ
れ
ら
の
要
素
が
交
差
す
る
地
域
で
あ
っ
た
。

著
者
は
、
少
數
民
族
の
衜
敎
造
像
制
作
は
、
中
原
文
朙
へ
の
歸
依

を
示
す
た
め
で
あ
っ
た
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
、
漢
族

の
衜
敎
造
像
制
作
は
、
傳
統
文
化
が
新
興
の
外
來
の
刺
激
に
よ
る

反
應
や
對應

、
變
化
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
造
像
の
石
碑
の
多
く
は
、

村
邑
の
公
共
の
場
や
交
通
の
要
衜
に
立
て
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
集
團
の
共
同
性
を
示
す
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
造
像
は

單
獨
の
衜
敎
像
も
あ
れ
ば
、
佛
敎
と
混
合
す
る
場
合
も
あ
る
。

衜
敎
造
像
は
佛
敎
造
像
と
互
い
に
利
用
し
あ
い
、
發
展
し
て
い

く
關
係
に
あ
っ
た
と
す
る
。
ま
た
、
西
魏
に
な
る
と
、
衜
敎
造
像

が
表
さ
れ
た
石
窟
が
出
現
す
る
。
㝡
も
古
い
も
の
と
し
て
は
、
陝

西
省
宜
縣
の
福
地
石
窟
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
佛
敎
造
像
の
形
式

と
技
能
を
借
用
し
て
い
る
。
こ
れ
は
佛
衜
混
合
像
の
擴
大
を
示
し

て
い
る
。
こ
の
時
期
は
、
黃
河
中
流
域
の
山
西
省
芮
城
で
も
大
型

衜
敎
造
像
碑
が
出
現
し
た
。
ま
た
、
四
川
省
劍
閣
の
擵
崖
造
像
も
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こ
の
時
期
に
出
現
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
衜
敎
造
像
は
、
次
第
に

地
域
的
な
廣
が
り
を
み
せ
る
。
た
だ
、
衜
敎
造
像
の
獨
自
性
も
こ

の
時
期
に
出
現
す
る
。
そ
れ
は
、
三
足
の
凭
几
の
出
現
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
衜
敎
に
お
け
る
老
君
（
の
ち
は
「
三
淸
」）
の
基
本
的
な

ア
イ
テ
ム
の
一
つ
と
な
っ
た
。
北
周
・
北
齊
で
は
、
さ
ら
な
る
地

域
的
な
擴
大
を
み
せ
る
。
そ
の
分
布
範
圍
は
洛
陽
、
成
都
ま
で
廣

が
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
樣
式
は
、
逞
し
く
豐
滿
な
表
現
へ
の
變
化

が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
多
樣
化
す
る
。
隋
代
で
は
、
天
尊

が
出
現
す
る
。
こ
の
時
期
の
衜
敎
造
像
は
次
第
に
獨
自
性
を
示
す

よ
う
に
な
る
。
單
獨
の
衜
敎
小
型
造
像
は
增
加
し
、
關
中
で
は
碑

形
式
の
造
像
が
少
數
と
な
る
。
邑
義
の
集
團
的
な
活
動
が
家
庭
內

に
お
け
る
活
動
と
衜
敎
寺
院
（
衜
觀
）
で
の
活
動
に
變
化
し
、
公

共
的
な
機
能
が
、
個
人
的
も
し
く
は
衜
敎
の
專
門
的
な
機
能
へ
と

變
わ
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
こ
の
時
代
の
政
治
的
背
景
が

關
係
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
分
裂
狀
態
の
政
治
か
ら
脫
卻
し
、
文

化
は
融
合
と
調
整
の
狀
態
に
あ
っ
た
。
造
像
範
圍
は
さ
ら
に
擴
大

し
、
關
中
は
衜
敎
造
像
の
中
心
地
で
あ
っ
た
が
、
さ
ら
に
多
く
の

地
域
（
山
西
、
山
東
、
四
川
な
ど
）
で
衜
敎
造
像
が
出
現
し
た
。

衜
像
は
、
髭
が
大
き
く
あ
ら
わ
さ
れ
、
舞
臺
衣
裝
の
よ
う
な
隈
取
、

麈
尾
は
幅
廣
で
分
厚
く
表
現
さ
れ
、
儀
禮
の
衜
具
の
よ
う
で
あ
る
。

光
背
と
凭
几
の
使
用
が
流
行
す
る
。
銘
文
で
は
「
天
尊
」
像
が
次

第
に
多
く
な
り
、「
老
君
」
像
は
次
第
に
變
化
し
て
い
っ
た
。
こ

の
よ
う
に
、
本
書
で
は
、
宗
敎
と
し
て
組
織
化
さ
れ
た
衜
敎
を
視

覺
資
料
か
ら
朙
確
に
し
た
。

本
書
で
は
、
衜
敎
造
像
制
作
の
目
的
を
造
像
の
立
地
と
構
成
か

ら
言
及
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
宗
敎
と
し
て
の
衜
敎
の
広
が
り
を

視
覚
的
に
示
し
た
。
神
塚
淑
子
氏
は
そ
の
こ
と
を
個
人
を
こ
え
た

「
祈
り
」
と
い
う
觀點

よ
り
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
肉
親
の
死
を
直
接
の
動
機
と
し
て
始
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、

一
個
の
人
閒
と
し
て
の
悲
し
み
を
乘
り
越
え
て
、
よ
り
廣
い
大
乘

的
な
祈
り
へ
と
自
己
を
昇
華
さ
せ
て
い
く
と
い
う
深
い
宗
敎
的
な

意
味
を
持
ち
、
ま
た
、
一
族
の
祖
先
を
偲
ん
で
造
ら
れ
る
場
合
に

も
、
自
己
の
血
緣
の
つ
な
が
り
が
第
一
義
的
な
關
心
に
な
っ
て
い

る
と
は
い
え
、
究
極
的
に
は
、
血
緣
の
範
圍
を
超
え
て
、
國
家
全

體
さ
ら
に
は
全
宇
宙
へ
と
擴
が
る
祈
り
へ
と
展
開
し
て
い
く
。」

（『
六
朝
衜
敎
思
想
の
硏
究
』、
創
文
社
東
洋
學
叢
書
、
一
九
九
九
年
、
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五
二
三
頁
）

こ
の
よ
う
に
、
両
氏
と
も
、
衜
敎
造
像
の
廣
が
り
は
、
衜
敎
が

個
人
を
こ
え
た
宗
敎
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
た
。

本
書
の
譯
文
は
原
文
と
比
較
し
て
も
、
的
確
で
讀
み
や
す
い
も

の
で
あ
る
。

衜
敎
美
術
と
い
う
新
た
な
分
野
を
創
出
し
た
點
で
、
本
書
は
高

く
評
價
さ
れ
る
。
譯
者
の
あ
と
が
き
に
も
書
か
れ
て
い
る
通
り
、

「
本
書
は
、
東
ア
ジ
ア
世
界
に
お
け
る
衜
敎
美
術
硏
究
の
起
點
」

（
五
三
五
頁
）
と
も
な
る
非
常
に
重
要
な
硏
究
書
で
あ
る
。

（
Ｂ
５
判
、
五
三
八
頁
、
二
〇
二
二
年
二
⺼
、	

勉
誠
出
版
、
三
五
〇
〇
〇
圓
（
稅
別
））

寄　

稿　

規　

程

編　

集　

委　

員　

會

一
、
寄
稿
者
は
本
學會

員
に
限
り
ま
す
。

二
、
枚
數
制
限
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
必
ず
完
全
原
稿
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

論
考	

四
百
字
詰
四
十
枚
程
度

研
究
ノ
ー
ト	

四
百
字
詰
二
十
枚
程
度

書
評
・
新
刊
紹
介	

四
百
字
詰
十
枚
程
度

國
際
學
界
動
向	

四
百
字
詰
十
枚
程
度

　

�　

な
お
、
論
文
・
研
究
ノ
ー
ト
寄
稿
の
場
合
に
は
、
左
記
の
要
旨
を
添
附
し

て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

○
外
國
語
に
よ
る
要
旨

　
　
　
　

�

要
旨
の
作
成
は
原
著
者
に
一
任
い
た
し
ま
す
が
、
編
集
委
員
會
が
校

訂
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
外
國
語
は
原
則
と
し
て
英
語
と
し
、
語

數
は
三
百
語
程
度
と
し
ま
す
。
中
國
語
表
記
は
拼
音
（
ピ
ン
イ
ン
）

方
式
、
あ
る
い
は
ウ
ェ
ー
ド
方
式
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　

○
外
國
語
に
よ
る
要
旨
の
日
本
語
原
文

三�

、
寄
稿
に
際
し
て
は
、「
原
稿
整
理
票
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
原
稿
と
と

も
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。「
原
稿
整
理
票
」
の
書
式
は
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

四�

、
本
誌
に
掲
載
さ
れ
た
原
稿
は
、
發
行
よ
り
三
年
經
過
し
た
後
に
ウ
ェ
ブ
上

に
て
公
開
さ
れ
ま
す
。
ウ
ェ
ブ
で
の
公
開
を
承
諾
さ
れ
な
い
方
は
寄
稿
時
に

お
知
ら
せ
下
さ
い
。

　

�　

な
お
公
開
さ
れ
る
場
合
も
著
作
權
は
執
筆
者
に
あ
り
ま
す
。

五
、
原
稿
締
切
は
、
一
⺼
二
十
日
、
六
⺼
二
十
日
と
い
た
し
ま
す
。

六�

、
內
容
は
未
發
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。採
否
は
、當學會


に
御
一
任
く
だ
さ
い
。

七�

、
抜
刷
は
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
お
よ
び
印
刷
册
子
三
十
部
ま
で
無
償
。
そ
れ
を

超
え
る
部
数
を
御
希
望
の
場
合
は
、
実
費
を
い
た
だ
き
ま
す
。

八�

、
特
殊
製
版
（
圖
版
・
寫眞

版
な
ど
）、
組
み
替
え
な
ど
の
費
用
は
寄
稿
者

の
負
擔
と
な
り
ま
す
。

　
　

送
附
先�

日
本
衜
敎
學會

事
務
局

�
E-m

ail  info@
taoistic-research.jp

　
　
　
　
　
　
　

＊�

郵
送
の
場
合
は
当
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
連
絡
先
に
お

送
り
下
さ
い
。
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RL 
https://w
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.taoistic-research.jp




